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日立と GE Vernova のグローバルアライアンス

日立ＧＥニュークリア・エナジー
(2007年7月1日設立)

GE Hitachi Nuclear Energy
(2007年6月4日設立)

日立製作所 GE Vernova

システム全体設計
機器製造
建設
設計・製造エンジ
新技術開発

システム
設計

原子炉系設計
世界市場での原子炉建設，
保守，燃料供給
サプライチェーン構築
新技術開発
海外許認可

GE Hitachi の強み日立ＧＥの強み

連携

• 日立と GE Vernova は50年以上におよぶ原子力事業での協業をベースとしたアライアンスを締結
• 最新BWR技術／サービスの開発と拡販を共同で推進
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１. 世界の原子力市場の動向と日立GEの開発戦略
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１-１． 世界の原子力市場の動向

将来の環境変化に対応した原子力の役割に応じた準備が必要

• 過去10年の運開プラン
トの約60%を中国が占
める

• ロシアはリプレース建
設が堅調

新設プラント実績

• 計画中プラントの大半
を中国・ロシアが占める

• 米国，英国，カナダの
新設計画は少数

今後の新設計画

• 政府方針の他，経済性
を理由とした古いプラン
トの廃炉が増加

廃炉（閉鎖）の増加

• 各国で既存プラントの
活用を強化

• 米国では既存プラント
稼働率向上，60年運転
を推進

既存プラントの活用

• COP26(2021年)時点で，150以上の国と地
域が2050年CNを宣言*

• COP28(2023年)期間中に，原子力の発電容
量を3倍にする共同宣言を発表 (’24/11月
時点で31カ国が署名)

• COP29(2024年)に合わせ米政権が3倍化に
向けた計画の概要を発表

カーボン
ニュートラル

(CN)

• 米国で先進的原子炉設計の実証プロ
グラム(ARDP)開始

• 水素製造等，電源以外の利用を目的と
した革新炉の開発も進行中

新型炉
開発

* 主要国である中国やインドは，それぞれ2060年，
2070年のCN達成を目標としている
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１-２． 海外における新型炉開発の状況

北米は小型炉実証・建設計画，英仏は大型炉計画と小型炉推進

国名 近年の動き 現在の状況

米国

小型炉開発推進

• TVAがBWRX-300推進表明
• ARDP（革新炉実証計画）に小型高速炉と高温ガス炉を選定

カナダ
• OPG，SaskPowerが建設炉にBWRX-300を選定
• 小型炉技術で世界のリーダーを目指すと宣言

英国
大型炉の計画を表明，
小型炉を今後開発

• 政府がサイズウェルC計画（EPR 2基）を支援
• 小型炉（Rolls-Royce），先進炉の開発を推進
• 新設炉建設のため，政府は日立からWylfa/Oldburyの2サイトを購入

仏国
• EPR2 6基（将来的に更に8基追加）計画を大統領が表明
• 小型炉の開発，導入を推進

欧州他 小型炉導入計画，準備
• ポーランド，エストニアで小型炉導入推進，他にチェコ等も検討中
• 小型炉導入規制課題に協力（フィンランド，スウェーデン他 9か国）

ロシア 軽水炉を建設継続，
高速炉及び高温ガス炉の
開発推進

• 大型炉VVERを国内外30基以上，小型炉では洋上浮体式を計画
• ナトリウム冷却高速炉：原型炉・実証炉運転中，商用炉を計画中

中国
• 建設中の大型軽水炉10基以上，小型炉では小型PWR 「玲龍１号」を着工
• 高速炉：実証炉建設中，高温ガス炉：実証炉運転中

TVA： Tennessee Valley Authority（米国の国営電力会社） OPG：  Ontario Power Generation（カナダ・オンタリオ電力公社）
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BWR/ABWR

エネルギー自給率向上
- 資源としてのPu活用

 - 使用済燃料の有害度低減

安定電源による
カーボンニュートラル
への貢献

小～中出力ニーズ
廃炉後のリプレース等への対応
初期投資低減による段階的導入

安全性を向上した大型炉により
安定的な設備容量を確保

軽水冷却高速炉
RBWR

金属燃料Na冷却高速炉
PRISM

既存BWR設備活用による早期導入

再エネとの共存
（負荷追従，水素・熱利用など）

固有安全性に優れた
小型高速炉

トランジションフェーズ： 段階的な投資・開発 脱炭素社会現行社会

１-３． 日立GEの革新炉開発戦略

社会ニーズに対応し，ステップバイステップで多様なソリューションを提供

小型軽水炉
BWRX-300

革新軽水炉 HI-ABWR

HI-ABWR:  Highly Innovative Advanced Boiling Water Reactor
RBWR:  Resource Renewable Boiling Water Reactor, PRISM:   Power Reactor Innovative Small Module

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:GE-Hitachi-Prism-Reactor.jpg
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✓ 基本システムはABWR:
- 出力規模 1,350～1,500MWe
- 実現性・許認可適合性を確保

✓ 世界最高水準の安全性:
- 深層防護各層を強化
➢ 自然災害・テロ・内部ハザード対策
➢ 事故進展の抑制
➢ 外部環境への放射性物質放出の抑制

✓ 他電源に対し競争力のある経済性

【参考】 日立の革新軽水炉 Highly Innovative ABWR (HI-ABWR)

福島事故対策をBuilt-in
航空機衝突対策建屋

希ガスフィルタ
(ベントガスから放射性希ガスを除去)

建屋区分分離

コアキャッチャ
＋静的デブリ冷却システム

静的安全系PRCS

Highly Innovative ABWR (HI-ABWR)： 

• 国内新規制及び1F事故後の英国・欧州規制の要求を満たすよう改良した国際標準ABWR (UK ABWR*)
をベースに，新たな安全メカニズムを組み込んだ革新軽水炉（P.35以降に補足資料添付）

• カーボンニュートラル実現に向け，2030年代の導入を目指す

イノベーションで未来を守る

HI-ABWRの特長

* 2017年に英国の設計認証(DAC)取得
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２．高経済性小型軽水炉BWRX-300開発の背景
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２-１． BWRX-300開発背景

原子力発電所の新設には，高い安全性に加え建設コスト（初期投資）低減が必要

出典： Figure 3.2, EPRI Report 3002011803: Exploring the Role of Advanced Nuclear in Future Energy Markets
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２-２． BWRの発展の歴史

技術革新/社会的ニーズに応じた発展

(米国設計認証
取得済み）

BWR-8

BWR-7
BWR-3

BWR-2

BWR-1

BWR-10

BWR-4～6

BWR-9

従来の建設プラントの

多くは強制循環系を採用

◼ 高出力プラントの採用
◼ 燃料性能の最大化
◼ 再循環ポンプの採用

⇩
社会的要請への対応

◼ 建設コストの削減
◼ 安全性の向上

✓ 自然循環冷却
✓ 静的安全系の採用

自
然
循
環
系

強制循環系

商業炉が
多い炉型
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２-３． 高経済性小型軽水炉BWRX-300

60年にわたるBWRの技術と実績をもとに開発した10番目のBWR設計

よりスマートに，よりシンプルに

✓ 実績技術の活用とシステムの簡素化により，
リスクを抑えて早期の市場投入を実現

✓ 革新的な技術により，高い安全性とコスト
競争力を実現

✓ シンプルな建設方法で工事期間を短縮
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３．BWRX-300の概要と特長
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３-１． BWRX-300の概要

• 第10世代BWR – 自然循環炉

• 世界最高水準の安全性

• 実証済み技術の採用
（米国NRC認可済みのESBWRベース）

• Design-to-Cost

• 初期資本費（建設コスト）の大幅低減

• 負荷追従性能

• モジュール工法による高い建設性

• 米国及びカナダにて許認可プロセス進行中

• 早ければ2029年に運転開始予定

高い安全性と経済性の両立を目指した設計

NRC: Nuclear Regulatory Commission, ESBWR: Economic Simplified Boiling Water Reactor
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革新的安全システム

短く確実な建設

冷却材喪失事故
（LOCA）を抑制

革新的安全システム導入による
システム単純化 → 物量大幅低減

国内で実績あるモジュール工法の採用 運転柔軟性

原子炉一体型隔離弁
自然循環力による

崩壊熱除去システム

交流電源・人的操作
なしで7日間冷却可能

立地柔軟性

ABWR

BWRX-300

ABWRの高圧ドレンポンプ
配管・弁室モジュール

6時 12時 18時 24時

日中の電力
需要カーブ例

*北米の例，EPZ: Emergency Planning Zone

負荷変動への対応を可能
とする出力制御

EPZ: 
半径10mile

(16km)

敷地境界が
目標

小さい事故影響による
EPZ縮小*

安全性・経済性・建設性・柔軟性に優れた小型軽水炉

３-２． BWRX-300の特長

優れた経済性

柔軟性

冷却水
プール
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３-３． BWRX-300のプラント主要仕様

主要仕様

略号
D/G ：ディーゼル発電機
GDCS：重力落下式注水系
ICS ：非常用復水器
PCCS：静的格納容器冷却系

項目 BWRX-300 ESBWR ABWR

電気出力(MWe) ～300 1500 1350

熱出力(MWt ) ～870 4500 3926

燃料集合体(体) 240 1132 872

有効燃料長(m) 3.8 3.0 3.7 

再循環ポンプ(台)
0

(自然循環)
0

(自然循環)
10

ＥＣＣＳポンプ
(台)

0 0 6

非常用D/G( 基) 0 0 3

静的除熱系(基) ICS×3
ICS×4

PCCS×6
0

静的注水系(基) 0 GDCS×4 0

残留熱除去系
2系統

(停止用)
2系統 

(停止用)
3系統

原子炉建屋

至 タービン系

主蒸気ライン
給水ライン

ICS蒸気ライン

ICS戻りライン

原子炉
格納容器

ICS
熱交換器

LOCA影響緩和
+ 静的安全系で経済性と安全性を両立

・電源喪失耐性向上
・ポンプ削除
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３-４． 原子炉一体型隔離弁

原子炉一体型隔離弁

⚫ 原子炉圧力容器に隔離弁を直付けし，冷却材喪失事故（LOCA）の発生確率と影響を大幅に低減

⚫ 二重化された隔離弁を原子炉圧力容器とフランジで接続し，溶接部を無くすことで配管の大破断を回避

→ 配管破断による大規模な冷却材流出が生じないため，原子炉内の冷却材量を維持することが可能

原子炉圧力容器－格納容器間の配管は溶接で
接続されており，溶接部での破断想定が必要

従来の隔離弁は格納容器壁を
挟むように壁近傍に設置

出典：日立評論, Vol. 100, No.01

【参考】 従来ABWRの隔離弁配置



© Hitachi-GE Nuclear Energy, Ltd. 2025. All rights reserved. 17

３-５． 非常用復水器（ICS）による事故収束

②非常用復水器（ICS）
の起動弁を開放

①原子炉と一体化した
隔離弁を閉止

➢ 原子炉スクラム後，統一された簡素な２段階のプロセスで事故を収束
（①隔離弁閉止⇒②ICS起動弁開放）

➢ ３台あるICSの内，１台が起動に成功すれば崩壊熱除去，減圧が可能
➢ 大容量冷却プールにより外部動力・支援，運転員操作無しに７日間冷却維持

大容量冷却プール
(ICS 系統毎に分離)

３系統に多重化されたICS
・１系統自己破断
・１系統起動失敗

１系統起動で安全確保
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３-６． 物量低減による経済性の実現

⚫ 原子炉一体型隔離弁と非常用復水器の採用により，安全性を確保しつつ，大幅な物量低減を実現

➢ 設備の簡素化： 動的注水設備，主蒸気逃し安全弁，サプレッションプール等の削除

➢ 設備単純化に伴い，計装制御系も簡素化

➢ 原子炉格納容器の小型化，建屋容積低減

ESBWR (Economic Simplified BWR): 米国GE日立社が開発済みの大型BWR, 2015年に米国規制局から設計認証取得済み

ESBWRとの比較：
出力1/5，物量1/10

• 建屋容積およびコンクリート
物量50%低減（出力あたり）

• 建設期間短縮，メンテナンス
物量低減に寄与
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３-７． 実証済み技術を活用した早期実用化

蒸気乾燥器：
ABWR, ESBWRと同型

原子炉圧力容器（RPV）：
ABWR, ESBWRと同じ材料，製造方法

自然循環力向上構造（チムニ）：
ESBWRやDodewaardの技術を採用，
パーティション削除によりさらに簡素化
（追加実証試験を実施）

制御棒駆動機構（FMCRD）：
ABWR, ESBWRと同型

制御棒：
ABWRと同型

気水分離器：
ABWR, ESBWRと同型

ESBWR技術/許認可実績：
自然循環，非常用復水器，
規格基準への適合性等

原子炉燃料：
海外で多数の使用実績のある

燃料（GNF2燃料）を使用

⚫ システム・機器の多くは，建設・運転実績豊富なABWR/BWR，米国で設計認証（Design 

Certification）取得済みのESBWRの技術を用いて設計

⚫ 成熟した技術と革新的な安全性向上策を融合し，早期の市場導入が可能

BWRX-300原子炉周りの実証済み技術
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３-８． 小型炉のメリットを活かした建設単価低減

➢ 小型炉特有メリット最大化
‐ 工場完成型の一体据付（モジュール化推進）
‐ 小型炉の陸上輸送(内陸向け)
‐ ABWR経験に基づくモジュール化範囲の最適化

➢ 建設期間短縮，現地施工リスク及び建設費増
大リスクの低減を実現

ABWRモジュール実績

⚫ 実績あるモジュール設計技術を小型炉設計に活用し，建設費・工期を低減
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３-９． 社会的受容性向上へのチャレンジ

*1. “Clinch River Nuclear Site Early Site Permit Application”, TVA (2017追記), NRCが申請受理済み
*2. “The Pathway to SMR Commercialization”, DOE SMR Workshop Final Report (2016)
*3. “Report from Working Group on Emergency Planning Zone”, IAEA SMR Regulator’s Forum (2018)

発電炉
（日本）

予防的防護措置準備区域
Precautionary Action Planning 
Zone (PAZ):  5 km

緊急時防護措置準備区域
Urgent Protective Action Planning 
Zone(UPZ) :  30 km 先進的小型炉に適した緊急時計画範囲

(例：米国dose-based, consequence-oriented methodology)

サイト敷地境界

⚫ 国際的なアプローチ，プラント安全性をもとに，緊急時防護措置準備区域の敷地境界レベルへの
縮小を目指す

• 米TVA*1・DOE*2 ， IAEA*3は，小型炉特有の特性から緊急時計画範囲（EPZ）の縮小を検討：

‐ 炉内の核燃料が少なく，事故時放射性物質放出量が少ない

‐ 先進的小型炉の安全特性(例：電源喪失時7日間の炉心冷却維持)の考慮

‐ TVA Clinch Riverサイトの例では，核分裂生成物放出の頻度が閾値以下に抑えられる場合はリスクを許容し，
閾値を超える場合は被ばく評価によりEPZを設定
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４．日立ＧＥにおける開発取組み例
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４-１．自然循環評価技術の開発

➢ BWRX-300 は自然循環により炉心を冷却
➢ 自然循環評価技術の開発・検証が必須であり，日立GEが実温・実圧条件でのチムニ内流動挙動の検証試

験を実施(2022 年度に全ての試験を完了し，2023 年度から解析検証を実施)
➢ 日立GEニュークリア・エナジーが所有する，実物と同じスケールでつくられた世界最大級の実温・実圧試験設備

(HUTSLE) を使用。

気水
分離器

チムニ

ダウンカマ

炉心

原子炉
圧力容器

密度小

密度大

自然循環特性の把握にはチムニ内流動挙動の検証が重要
(チムニ内の蒸気-水体積割合を評価する
ことで流体の密度を精度良く予測)

15 m

HUSTLE : Hitachi Utility Steam Test Leading facility

通常のボイラによる蒸気供給
と比較して，約1/50 のエネル
ギーで高圧蒸気を供給可能

蒸気圧縮機

・定格運転圧力: 7.2 MPa
・最大流量: 蒸気 70 t/h, 熱水 160 t/h

世界最大規模のBWR実温実圧試験設備HUSTLE
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４-２．試験結果と結果を反映した炉心成立性評価
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詳細分布計測器による蒸気-水体積割合の計測結果

計測結果動画

詳細分布計測器
ワイヤメッシュセンサ

圧力: 7.2 MPa
蒸気 + 水: 150 t/h
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➢ 必要な試験データを目標とする精度で取得完了

➢ 試験結果を用いた解析によりBWRX-300 の炉心が成立することを確認(右図)

炉心成立性の評価結果

炉
心

熱
的

余
裕

(M
C

P
R

：
最

小
限

界
出

力
比

, 
－

)

• 今回の試験結果を反映した炉心熱的余裕評価を実施(右端)
• 炉心熱的余裕は設計制約条件(Design limit) を満足
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• ṕGL 0mṖṌGL-15mḲ
ṕVs=250m/s Ṗ

• GL-15m Ḳ
ṕVs=1200m/s Ṗ

• ︡ ḭ ︡ ḭ 3
3 FEM

Ḯ

• שּ ךּ ḭ צּ Ḯךּקּ

ẓ 3 FEM ︡ Ṩ Ḯ

• Ss ︡ ḭ Ḯ

ẓ 3
ṡKANDYNṢ Ḯ

• Sd
Ḳ 650gal  ṕ Ṗ

• Ss
Ḳ 1300gal  ṕ Ṗ

• 3 ṕ 0Ûḭ 90Ûḭ Ṗ

שׁ
GL   0.0m
GL -15.0m

GL -80.0m

本検討における最大加速度(1300gal と設定)

出典：各電力会社及び原子力規制庁HPより

国内原子力施設の基準地震動比較

４-３．国内向け耐震評価条件
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• פּ ︡ḭ 1900Galḭ
500Gal ּצ Ḯךּאל ךּ ḭ צּ
Ḯךּאל כֿ פּ ḭ צּ Ḯ

• ḭ ףּ ḭ
ךּףּ צּ Ḯ

1900Gal

500Gal

( Gal) ( N/mm2) ( kN/m)

Sdに対する応答加速度分布 Sdに対する面内せん断応力度分布 Sdに対する軸力分布

４-４．国内条件での耐震評価結果（Sd弾性設計の成立性）
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( ɡ)( ɡ)( ɡ)

Ssに対する面内せん断ひずみ分布 Ssに対するコンクリートひずみ分布 Ssに対する鉄筋ひずみ分布

• ￼ ḭ צּ שּאל ףּ ḭ
ḱ ￼ צּ Ḯ

• ḭ ￼ ṇ ḱ ￼
ףּ ḭ ךּףּ ￼ צּ ￼ Ḯ

４-５．国内条件での耐震評価結果（Ss終局状態の評価）



© Hitachi-GE Nuclear Energy, Ltd. 2025. All rights reserved. 28

５．BWRX-300の世界共通設計の枠組みと海外状況
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５-１． 海外状況

“BWRX-300”を建設炉型としたSMRプロジェクトが北米・欧州で具体化
地域 内容

カナダ

• オンタリオ州営の電力会社Ontario Power Generation社がDarlingtonサイトで建設を計画（2021年
12月公表） - 2029年初号運転開始予定（’22/10から建設許可申請を開始済み）

• オンタリオ州は，ダーリントンサイト初号機に加えて，3基を追加する方針を表明（2023年7月公表）

• SaskPower社がサスカチュワン州での建設炉型として“BWRX-300”を選定（2022年6月公表）

米国

• 国営電力会社TVA社がテネシー州Clinch RiverサイトでSMR開発プログラムを発表（2022年2月）  
- BWRX-300を候補とし，許認可取得，事業性を判断

• 2023年6月，Clinch Riverサイトは最大4基を計画していることを公表

• 原子炉一体型隔離弁を含む重要な5件のLTRs(Licensing Topical Reports)についてNRC認可済み

英国
• 英国政府の助成金「将来の原子力実現資金（FNEF）」を獲得し，包括的設計審査（GDA）を推進

（2024年1月）

ポーランド

• ポーランドの民間企業グループ傘下のSynthos Green Energy(SGE)社が2030年代初頭までに最
低10基の建設を計画 （2021年12月公表）
- SGE社はGEHとBWRX-300の導入構想における戦略的パートナーとして合意

• ポーランド規制当局はBWRX-300がポーランドの安全要件に適合するとのGeneral Opinionを発表
し（2023年5月），国内6地点の建設計画に原則決定（DIP）を発給（2023年12月）

エストニア
• エストニアにおける次世代SMRの導入に向けて設立された非公開企業 Fermi Energia社が，導入

炉型としてBWRX-300を選定 （2023年2月公表）
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５-２． 世界共通設計推進の枠組み

GEH, TVA, OPG, SGE 4社はBWRX-300の世界展開を進める総額4億ドルの技術協力に合意

GE Vernova
Stratezik  CEO

GEH CEO
Wileman

OPG CEO
Hartwick

SGE CEO
Kasprow

TVA CEO
Lyash

GEH: GE Hitachi Nuclear Energy (米国), 
TVA: Tennessee Valley Authority (米国), 
OPG: Ontario Power Generation (カナダ), 
SGE: Synthos Green Energy (ポーランド)

⚫ 2023年3月23日，TVA，OPG，SGEは，世界で
共通となるBWRX-300標準設計の開発と，原
子炉圧力容器や内部を含む主要コンポーネン
トの詳細設計に投資することを発表

⚫ 長期的には，BWRX-300の設計が認可され，
カナダ，米国，ポーランド等でグローバルに展
開されることを目標とする

⚫ カナダのオンタリオ州で合計4基(初号機は
2029年運転開始予定)のBWRX-300の建設計
画があり，北米の規制に精通したGEHと，機器
設計や製作，実証試験に強い日立GEが力を
合わせることで，開発を効率的に推進。
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５-３． BWRX-300の海外許認可動向（1）

➢ カナダ米国ともに建設決定・サイト決定前から規制局との議論を開始
➢ 特徴技術を事前に規制局と議論することで許認可リスクを低減。

カナダでのアクション

• 許認可申請前設計審査（VDR: Pre-Licensing Vendor Design Review）で，重大な許認可上の懸念無し
（VDRは許認可プロセスでは無いが，許認可で障害となる課題の抽出が可能）

• 2021年12月にOPG社がDarlingtonサイトの新設プロジェクトにBWRX-300を選定したことを受け，2022
年10月から建設認可（LTC: License To Construct）の申請を開始

米国でのアクション

• 2019年12月から許認可プロセス（LTR: Licensing Topical Report提出）を開始

• 設計認証（Design Certification, 10CFR Part 52プロセス）を取るのではなく，まずは従来型許認可プロ
セス10CFR Part50で認可を取得予定

• 先行設計であるESBWRの設計認証をベースに，相違点についてLTRで承認を取得し，許認可プロセス
の効率化を図る方針

• これまでに主要概念である「原子炉一体型隔離弁」を含むLTRsを米国原子力規制局（NRC）が認可
（現在までに主要な5件のLTRsが認可済み）
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５-４． BWRX-300の海外許認可動向（2）

米国におけるBWRX-300 審査の枠組み

ה 米国ではPre-Application Review（申請前審査）という制度があり，ここでは，DANU-ISG-2022-01
「Review of Risk-Informed, Technology-Inclusive Advanced Reactor Applications—Roadmap」の非軽
水炉も含む新型炉全般の審査のガイドラインに基づき，新しい炉概念の事前審査を行っている*1。

ה DANU-ISG-2022-01は，申請者がトピカルレポート（TR）を提出して議論することを推奨*2。

ה BWRX-300 も，本枠組みに従い，現行の規制要求（10 CFR Part 50及びPart 52）に基づく申請に先
立って，設計概念（LOCA排除によるECCS不要化等）のTR審査を受け，認可されている*3。

ה 一方，国内規制は，そういった現行規制を超える設計概念を受け入れる事前審査制度は無い。北米設
計相当のBWRX-300 を国内に導入するためには，そういった事前審査制度か，または，BWRX-300 等
の個別炉型を対象とした規制枠組みを新たに準備する必要があると考える。

*1： https://www.nrc.gov/reactors/new-reactors/smr/licensing-activities/pre-application-activities.htmlに，BWRX-300 も含め

て，Pre-Application Reviewで審査しているSMRのリストあり。

*2： TRの審査はLIC-500に基づき実施される。

*3： DANU-ISG-2022-01の発行は2024年だが，BWRX-300はそれ以前に事前審査を開始しており，それまでは1986年発行の政
策声明書（現在の最新は2008年版）に従い事前審査が実施されてきたと推測。

https://www.nrc.gov/reactors/new-reactors/smr/licensing-activities/pre-application-activities.html
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５-５． 各国規制局連携の動き

ᶮNRC/ CNSC ӲҘӲὑ

• 2019₴8 SMR/ ὄЋᾃ ▌ӓ Ӳὑ

• (ʰᶮ ѰᾯК )SMR/ Ỗᴣ̝(Sub committee)

• ᾃ ӲҘ(collaboration)

• BWRX-300 ὦᶅר ͔LTR Joint Review Report Џ

https://www.nrc.gov/docs/ML2209/ML22091A201.pdf  (22₴4 )

• BWRX-300 ᾃ ѹ Ѱ В Вֿ /

ᾃ ˛ Ӳϐ ӓ ׄ (22₴10 )

ᶮONR/ CNSC ӲҘӲὑ

• 2020₴10 SMR ὄЋᾃ ▌ӓ ᶫ Ӳὑ

http://www.nuclearsafety.gc.ca/eng/resources/news -room/feature-articles/mou-moc-uk-nuclear-regulator.cfm

• Ӳὑ Ѱ ҧ ӓ ׄ ˘ᶮ ͜ ▌ӓ Ѱᾃ

(Lessons Learned) В

• Ҳ Ḹ В
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⚫ カーボンニュートラルの実現に向け，原子力発電は安定したゼロエミッション電源とし
て改めて評価されている。

⚫ 一方で，建設コスト（初期投資）低減のニーズが高く，スケールデメリットを克服した
小型軽水炉BWRX-300の開発を，日立ＧＥ社と米国姉妹会社であるＧＥ日立社で進め
てきた。

⚫ BWRX-300は成熟したBWR技術に，革新的概念（原子炉一体型隔離弁＋静的安全
系）を融合させることで，早期の市場導入，安全性と経済性の両立を実現できる。

⚫ 北米・欧州で多くのプロジェクトが具体化しつつあり，世界共通設計を推進する枠組み
を構築して設計を推進している。

⚫ 北米・欧州で初号機を建設後，その知見を活用し，将来的には国内への導入を目指し
ている。

６． まとめ
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補足資料 HI-ABWR採用技術
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補足1．HI-ABWRの自然災害・テロ・内部ハザード対策

物理損傷評価の例

航空機衝突（APC）対策*
国際標準(米国NEI07 -13) ベースの防護
設計を採用。物理損傷，火災，振動の影
響を抑制

高耐震化
耐震性・物量抑制の両立

✓ 建屋の剛性化
✓ 重量機器の下階

設置等による建屋
の低重心化

✓ 埋め戻し土や
岩盤による建屋
側方拘束

側方拘束

内部火災・溢水対策化*
建屋区分分離により火災・溢水の影響を
区分内に限定

津波対策
✓ 基準津波：敷地レベル嵩上げ又は防潮

堤によるドライサイト化
✓ 基準津波を超える津波：１階層の建屋

外壁の水密化
竜巻・火山灰対策
✓ 堅牢な建屋内に安全設備を収納
✓ 建屋開口部はラビリンス構造とし竜巻対

策を合理化（防護ネット不要）

＊UK ABWR設計

注水
ポンプ

非常用
DG

空冷式GT
発電機

注水
ポンプ

SA設備
DB設備
区分C

DB設備
区分A DB設備

区分B
DB設備: 設計基準事故設備
DG: ディーゼル発電機
GT: ガスタービン
SA設備: 過酷事故対策設備
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補足2．HI-ABWRの静的安全設備採用による事故進展の抑制

静的炉心冷却系（PRCS）

運転員操作無しで24時間* 3の炉心冷却が可能

静的安全設備の導入

• 人的過誤や動的機器・サポート系の故障対策
を強化

→ CDF*1 ・CFF2*1 低減＋運転員の負担軽減

• 事象進展各フェーズの動的設備をバックアップ
✓ 炉心冷却

静的炉心冷却系（PRCS：Passive Reactor 

Cooling System ）

✓ 溶融炉心冷却

コアキャッチャ ＋ 静的デブリ冷却系* 2

 （LDF：Lower Drywell Flooder ）

✓ PCV過圧防止

静的格納容器過圧保護系* 2

（COPS：Containment Overpressure 

  Protection System )

原子炉
圧力容器

炉内蒸気

凝縮水

冷却水源 熱交換器にて
炉内蒸気を凝縮

水と蒸気の密度差
を駆動力として注水

*1 ：CDF：炉心損傷頻度，CFF2：管理放出機能喪失頻度
*2 ：UK ABWR設計
*3 ：運転員の対応に十分な期間として設定
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3. HI- ABWR ˗ Ẇ ṑ ◙ Ѱ

蒸気，水素

フィルタベント
(Cs等のFP除去)

有機ヨ
ウ素フィ

ルタ

希ガスフィルタ

原子炉格納容器

蒸気，水素
窒素，FP

窒素，希ガス

透過率の差を利用して
希ガスと蒸気・水素を分離

フィルタ・ユニット

• 従来のフィルタベントに加えて，さらに排出する放射性物質を抑制するため，希ガスフィル
ターおよび新ヨウ素除去フィルター等を導入する。

• 過酷事故時に住民避難や作業員退避に至ることを抑制し，また，水素を排出すること
により水素燃焼リスクを低減する。

除去剤として新たにイオン液体を
利用し，従来のヨウ素除去フィル
ターよりも除去効率を向上する

放射性物質閉じ込めシステムの構成の例
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日立GEニュークリア・エナジー株式会社

高経済性小型炉BWRX-300の概要

2025/1/28

END
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